
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 京都府の教育施策推進の視点 

 

施策推進の視点 

（以下、第２期京都府教育振興プランから抜粋） 

 
すべての子どもが、「目指す人間像」に掲げるように、よりよい社会と幸福

な人生の創り手として生きていけるようにするためには、子どもたちの多様な
個性と能力を尊重し、子どもたちを取り巻く多様な環境や価値観などに正面か
ら向き合い、教育もまた多様化していく必要があります。 

 

子どもたちの学びに向かう意欲を高めるため、画一的な学校教育から脱
却し、学校以外の様々な機関とも連携しながら、子ども一人一人の能力や
適性等に応じた教育を進めていかなければなりません。そのためには、教
員の資質向上が必要であり、中でも総合的に学びをコーディネートする力
を高めていくことが求められています。 

 

また、誰もが将来の自立を見据えて学ぶことが大切です。貧困や病気、
地理的不利などの様々な困難な状況におかれた子どもも安心して学ぶこ
とができるよう、誰一人取り残すことのない教育を進めることにより、す
べての子どもの可能性を最大限に引き出していかなければなりません。 

 

第１期の教育振興プランにおいて10の重点目標の１つとして掲げた
「一人一人を大切にし、個性や能力を最大限に伸ばす教育」を、すべての
施策に共通する「施策推進の視点」として定めることにより、京都府教育
委員会では、これまで以上に子どもたち一人一人に寄り添う教育を進めて
いきます。 

 
人間の発達段階に合わせて、確かな学力・豊かな心・健やかな身体をバ

ランスよくはぐくみ、「主体的に学び考える力」「多様な人とつながる力」「新たな
価値を生み出す力」を身に付けていくためには、幼児期から生涯を視野に入れた連続
性のある教育を進めていくことが大切です。 

 

進学に伴う新しい環境への不適応等の課題を解決し、一人一人の心身の
発達や学習の連続性を重視した教育活動が展開できるよう、幼稚園や保育
所等と小学校、小学校と中学校というように、学校間の連携により、円滑
な接続を図っていかなければなりません。 

Ⅱ 京都府が目指す

教育 



 

 

 

 

 

 また、同じ地域の小・中学生と高校生の交流や高校生同士の交流、特別支
援学校の児童生徒と高校生との交流などの取組、府民の生涯学習の成果を子
どもたちの学びに活かす取組は、地域に根ざした公立学校ならではの強みで
す。 

人生100年時代において生涯学び続けるために必要となる力の基礎を、学
校教育の中ではぐくんでいきます。 

 
すべての子どもが「包み込まれているという感覚」と「自己肯定感」をは

ぐくむことができる環境を整えていくためには、学校はもとより家庭や地域
がそれぞれの役割と責任と強みを自覚し、社会総がかりで教育に取り組むこ
とが大切です。 
 

学校は、学校教育のもつ意義や教員に課せられた崇高な使命を再認識し、
その専門性を発揮しつつ、「よりよい学校教育を通じてよりよい社会づくりを目指
す」という目標をもち、地域と一体となって子どもたちをはぐくむ「地域とともにある学
校」へと転換する必要があります。 
 

子どもが生まれてから最も長い時間を過ごす家庭は、基本的な生活習慣を
確立し人格形成の基礎を培う幼児期の教育の中核を担う場であり、「包み込
まれているという感覚」の基礎を築くものです。 

親の笑顔が子どもの笑顔をつくります。家庭の教育力が弱まっていると言
われる中、安心して家庭での教育を行い、子どもの教育の第一義的責任をも
つ保護者がその責務を果たすことができるように、社会全体で適切な支援を
行っていく必要があります。 
 

コミュニティの一員として子どもたちを迎え入れることとなる地域は、そ
の成長を見守り支えることで、子どもの社会性や将来性をはぐくむ場です。   

地域の住民、地域に立地する企業や大学等が子どもの教育に関わることは、
人と人との新しい縁や子どもの地域に対する関心・愛着を生み、ひいては地
域の課題解決や地域振興にもつながります。子どもたちが成長し幸せに暮ら
していけるまちづくりに向けて、地域は、「支援」にとどまらない学校との「連
携・協働」を目指すことが必要です。 
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